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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
ちゃばこ 6種カートンBOX

グランプリ

たばこと茶箱を掛けたユニークで楽しい発想である

SNSで顧客との距離が近く、信頼関係を築いている

静岡県産有機茶など、安⼼安全の品質である
ブランドの想いが伝わる⼀貫した世界観がある
観光⼟産として特別感と話題性が抜群である

粉が溶けにくく感じ、飲み⽅に⼯夫が必要な場⾯もある
パッケージが凝っていて内容や飲み⽅が少々分かりづらい
タバコを連想して健康的に⾒えにくい印象がある

⼀部のお茶で⾹りや味の濃さにばらつきがあるように感じる

⽇常使いとしては、⼿に取るタイミングを躊躇う価格設定
SNS発信がX中⼼のため、情報が⾏き届きにくい点がある
素材のこだわりや検査体制の情報が伝わりにくい

急須不要で⼿軽に本格的なお茶が楽しめる

伝統と遊び⼼が融合した新しいお茶⽂化である

第94回（2025年12⽉）

2.9%

点数分布では、⾦賞相当21％、グランプリ相当が合計79％とな
り、⾼得点層に⼤きく集中しました。総合評価は93点で、商品の
独⾃性や市場性が審査員に強く響いた結果といえます。特に90点
以上が全体の36％を占め、完成度の⾼さが裏付けられました。

⼀⽅、webアンケートによると、価格に関しては20.6％が否定
的で評価が分かれた項⽬でしたが、多くの審査員は体験価値を含
め妥当と捉えており、総合的には⾼い⽀持が⽰されています。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

深みある緑が美しく、⾃然の滋味
を想わせる

濁りが少なく清らかな印象を与え
てくれる

穏やかな濃淡が⾃然のやさしさを
感じさせる

たばこ箱⾵の形態が遊び⼼と存在
感がある

10cm×5.5cm×2.5cmのたばこを
模したサイズの箱

たばこ箱の形状が⽴体的な奥⾏き
を感じさせる

新芽をそっと⼿に取ったときのよ
うな、やわらかで澄んだ⾹り

鮮やかな緑⾊を思わせる、⻘々と
した⾹りが⽴つ

ほのかな⽢みとほどよい苦味を想
像させる⾹り

お湯に溶けていく様⼦を静かに感
じさせる穏やかで落ち着いた⾹り

粉末の軽やかさを思い起こす、ふ
んわりとした⾹り

湯気とともに⾹りがゆっくりと広
がる

⼿に取った瞬間からお茶の新しい楽しみ⽅を提案してくれる商品です。まず視覚的な印象として、たば
この箱を模したパッケージはユニークで、売り場でもひときわ⽬を引きます。奇をてらうだけではなく、
サイズ感や紙の質感も⼿に馴染み、スティック茶の“気軽さ”と“楽しさ”が⾃然と伝わってきます。
嗅覚の⾯では、スティックを開けた瞬間、抹茶の⻘々とした⾹りや深蒸し煎茶のやさしい⾹りがふわり

と広がり、⾃然の中にいるような気持ちになります。茶種ごとに⾹りの個性があり、ほうじ茶では焙煎の
⾹ばしさが軽やかに⽴ち上がり、⽞⽶茶では⽞⽶の⾹ばしさがやさしく⿐に届きます。⾹り⾃体に⾓がな
く、有機栽培らしいやわらかさが特徴で、飲む前のひとときを⼼地よい期待感で満たしてくれます。

全体として、視覚と嗅覚の両⾯で「お茶をもっと⾝近に、気軽に楽しんでほしい」という開発者の想い
が⾃然に伝わってくる商品です。伝統的なお茶のよさを守りながらも、新しい形で楽しめる⼯夫が随所に
⾒られ、飲む前からワクワク感と安⼼感の両⽅を感じられます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

爽やかな酸味がほのかに感じられ、
軽やかさを添えている
抹茶の深い苦味が広がり味に輪郭
を与えている
有機茶特有の豊かな旨味が⾆に⼼
地よく残る

⾃然な⽢みがほのかに感じられる

塩味はなく茶葉本来の澄んだ味わ
いが広がる

伝統の茶⽂化を今に重ねる落ち着
いた味わい

飲むほどに⻘々しさが抜け上品な
⾹りが残る

温かさが旨味を引き⽴て、冷茶で
も清涼感が続く

粉末が湯に溶けた後、柔らかく⾆
にすっと馴染む
乾燥した粉状から⽔分に溶けると
湿っている
さらりとした状態でとろみはない
が抹茶は濃度がある
滑らかな⼝当たりが広がり優しく
喉を通る

静かな広がりが⼼地よく穏やかな
様⼦

すっと馴染み、ふわりとお茶の⾹
りが⽴つ

飲んだ瞬間にお茶の多様な魅⼒が素直に伝わる商品です。まず味わいの中⼼となるのは、有機栽培の静
岡県掛川産茶葉がもつ深い旨味と、ほのかに広がる⾃然な⽢みです。抹茶や深蒸し煎茶ではほどよい苦味
が味の輪郭となり、塩味はほぼなく、素材そのものの澄んだ印象が保たれています。広い意味での味覚と
しては、⻑く受け継がれてきた⽇本茶⽂化の落ち着きと、粉末茶という新しいスタイルの軽やかさが⼀つ
のカップの中に共存しており、伝統と⾰新が⾃然に溶け合う印象があります。飲み進めると、⿐に抜ける
⾹りも⼼地よく、⻘々しさや焙煎の⾹ばしさがほどよく残り、次の⼀⼝を誘います。温かく飲めば旨味が
ふくらみ、冷たい⽔で溶かしてもすっきりとした清涼感が続き、温度によって異なる表情が楽しめるのも
魅⼒の⼀つです。

全体として、⾷中感では「軽やかさ」と「深み」がほどよく調和し、旅先の気軽な⼀杯としても、⽇々
の癒しの時間としても寄り添ってくれる、お茶の新しい楽しみ⽅を体現した商品だと⾔えるでしょう。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

やさしい⽢みと旨味が静かに残り、重さがなくすっと消える後
味が⼼地よさを⽣み、次の⼀杯を⾃然に誘います。

静岡・掛川の穏やかな気候を思わせるやわらかな⾵味が広がり、
⼟地の豊かさとお茶⽂化の息づかいを感じられます。

⽇常の⼀服としても旅先の⼀杯としても⾃然に馴染み、幅広い
飲⽤シーンに寄り添う柔らかな飲み⼼地が魅⼒です。

有機茶の安⼼感があり、無理なく続けられる軽快さが⽇々の健
康習慣にも⼼地よく寄り添う、やさしい飲み⼼地です。

広義の味5 評点

⾹気 5

コク 5

余韻 5

渋味 4

透明感 5

五味 評点

酸味 1

苦味 4

うま味 4

⽢味 3

塩味 0

五感 評点

視覚 5

聴覚 2

触覚 4

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

急須不要でお湯や⽔を注ぐだけで多彩なお茶を楽しめる点が⾼く評価されました。スティックタイプの⼿
軽さや、たばこの箱を模した遊び⼼あるデザインは、現代的でニュース性のある提案として注⽬されていま
す。有機抹茶や深蒸し煎茶など、それぞれに個性が感じられ、特に抹茶の⾹りや苦味の⼼地よさが印象的で
した。⼀⽅で、ほうじ茶など⼀部では⾹りや濃度の調整に難しさも⾒られましたが、その課題は改良の余地
として今後の伸びしろを感じさせます。

SNSを中⼼とした双⽅向のコミュニケーションを通じて、顧客との信頼関係を丁寧に育んでいる点が⾼く
評価されました。特にXでのエゴサーチや返信など、誠実で温かみのある姿勢はブランドの⼈間味を感じさ
せます。⽻⽥空港への広告出稿など、インバウンドを意識した広報展開も時流に合致しています。⼀⽅で、
発信媒体の拡充や、社員・⽣産者など“⼈”のストーリーを伝える⼯夫により、ブランドの共感⼒はさらに⾼
まるでしょう。ユーモアと誠実さが共存する広報姿勢は、次世代のお茶⽂化を担う企業として魅⼒的です。

急須不要で本格的なお茶を⼿軽に楽しめるという提案は、まさに現代のライフスタイルや健康志向の潮流
に合致しています。特に「静岡Chabacco」は観光⼟産やインバウンド需要に強く、SNS発信を好む若年層に
も響くユニークな商品です。品質やデザインに⾒合った価格帯であり、特別感やギフト性の⾼いアイテムと
しての価値が評価されました。⼀⽅で、種類や価格の多様化を図ることで、より幅広い層へのリーチも期待
できるという意⾒があり、 “新しいお茶⽂化”を発信する先進的ブランドとして市場の拡張余地があります。

たばこと茶箱を掛け合わせた「Chabacco」というネーミングは本商品の⼀番の特徴で、ユーモアとセンス
にあふれ、強い印象が残ります。遊び⼼ある発想と洒落たデザインは、SNS世代や観光客にも響く話題性の
⾼い仕上がりです。⼀⽅で、タバコを模した外観はユニークである反⾯、健康志向の⾼まりから誤解を⽣む
可能性も指摘されました。しかし、その挑戦的なデザインこそがブランドの個性であり、⽂化的⽂脈を踏ま
えた情報表⽰の⼯夫により、より多くの層に安⼼感をもって受け⼊れられるでしょう。

静岡の茶⽂化を新しい形で再定義したブランドとして⾼く評価されました。伝統ある掛川茶の⾼品質を基
盤にしながら、あえて粉末化という⾰新的な⼿法を選び、⽇常や旅先でも楽しめる“体験型ブランド”を確⽴
しています。ユニークなネーミングとデザイン、そして「お茶をもっと楽しく、⾝近に」という理念の⼀貫
性が、現代の感性に響いています。⼀⽅で、静岡茶としての深みや職⼈の技といった伝統⾯を発信に織り込
むことで、より厚みのあるブランドへと成⻑できるでしょう。

静岡県産の茶葉を100％使⽤し、有機JAS・IFOAM認証を取得した農園から原料を調達するなど、素材と安
全性へのこだわりが際⽴っています。製造はISO22000やJONA認定の施設で⾏われ、農薬検査・放射性物質
検査・トレーサビリティ管理も徹底されており、安⼼して楽しめる品質⽔準が確⽴されています。添加物を
使わず、茶葉そのものの⾹味を⼤切にする姿勢にも誠実さが感じられます。今後は、検査結果や認証番号な
どを積極的に発信することで、より透明性の⾼いブランドとして消費者の信頼を⼀層深めていけるでしょう。
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92%

94%

89%

94%

91%

99%

全体として⼤きな六⾓形となりました。中
でも「素材・安全性・その他の要因」は99％
と突出して⾼く、有機認証原料の使⽤や徹底
した検査体制が強く評価されました。「外部
的要因」「マネジメント・PR要因」も94％と
⾼⽔準で、遊び⼼あるデザインやSNSを活か
した広報が好印象につながっています。「内
部的要因」は92％で、急須不要の⼿軽さや⾹
りの個性が⽀持されました。「ブランディン
グ要因」も91％と安定し、理念の⼀貫性が評
価されています。⼀⽅「市場要因」は89％と
わずかに低く、価格の受け⽌め⽅やターゲッ
トの広さが影響した可能性があります。

まずはじめに、静岡・掛川の茶産地が培ってきた伝統を丁寧に受け継ぎながら、“お茶をもっと⾃由に、
もっと楽しく”という新しい価値観を掲げて挑戦を続けてこられた貴社の姿勢に、審査員⼀同⼼より敬意
を表します。

有機JAS・IFOAM認証の取得に裏打ちされた安全性、⾼品質な茶葉へのこだわり、茶草場農法を⽣かし
た持続可能な栽培背景など、地域資源を⼤切にしながら現代的な商品へと昇華させている点は⼤きな魅⼒
です。本商品は、急須不要でどこでも楽しめる利便性を軸に、粉末茶でありながら素材本来の⾹味をしっ
かりと表現しており、「有機抹茶の⾹り⽴ち」「深蒸し煎茶のやわらかな旨味」など、茶種ごとに異なる
個性が明確に伝わります。ほうじ茶の⾹りや溶けやすさなど⼀部に改善余地はあるものの、総じて味・⾹
り・利便性のバランスが⾼く評価されました。

また、たばこの箱を模したユーモアあるデザインや「世の中を、茶化そう。」のキャッチコピーが⽣み
出す話題性は、多くの審査員から「新しい茶⽂化の提案」として前向きに受け⽌められています。SNSを
活⽤した双⽅向のコミュニケーションや、空港をはじめとした観光拠点での販路展開も、現代の消費⾏動
とマッチしており、ブランドの世界観をより強固なものにしています。

⼀⽅で、価格への評価が分かれた点や、種類の多さによる分かりにくさ、健康志向層への印象など、今
後の改善につながる声も寄せられました。

総じて、本商品は“伝統の静岡茶”と“現代的な遊び⼼”が⾒事に調和した独⾃性の⾼い商品であり、⽇本
茶の新たな⼊り⼝として多くの消費者に愛される可能性を秘めています。今後ますますの進化と発信⼒の
強化を期待するとともに、貴社のさらなるご発展を審査員⼀同、⼼より祈念申し上げます。
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